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【年通号数】公開・登録公報2019-036
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月9日(2021.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技者の動作を検出可能な検出手段と、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行中において、前記検出手段の検出有効期間を特定可能な有効期間表
示をする有効期間表示手段と、
　前記検出有効期間において前記検出手段により遊技者の動作が検出されたことに基づい
て、所定演出を実行する所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、
　　前記示唆演出の実行中における第１期間において、前記有効期間表示をしたが前記検
出手段により遊技者の動作が検出されなかったときに、前記検出有効期間の経過後に遊技
者の動作が検出されたものとみなして前記所定演出を実行するみなし演出実行手段と、
　　前記示唆演出の実行中における前記第１期間と異なる第２期間において、前記有効期
間表示をしたが前記検出手段により遊技者の動作が検出されなかったときに、前記所定演
出の実行を制限する演出制限手段と、を含み、
　前記第１期間と前記第２期間とは、前記第１期間の後に前記第２期間となる一連の期間
であり、該一連の期間は、前記所定演出として、前記検出手段により遊技者の動作が検出
されたことに基づいて特定表示を複数段階で変化させることに基づいて演出態様を発展さ
せることが可能な期間であり、
　前記特定表示が前記複数段階のうち特定段階に変化したときに、該特定段階は他の段階
と異なる態様で表示され、
　前記特定段階は、前記他の段階より前記有利状態に制御される期待度が高いことを示唆
し、
　前記所定演出は、前記第１期間において設定された第１検出有効期間に前記検出手段に
より遊技者の動作が検出されたことに基づいて実行される第１所定演出と、前記第２期間
において設定された第２検出有効期間に前記検出手段により遊技者の動作が検出されたこ
とに基づいて実行される第２所定演出と、を含み、
　前記第１期間と前記第２期間とで、演出態様が発展するときの発展態様が異なる、
　ことを特徴とする、遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（Ａ）　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技者の動作を検出可能な検出手段と、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行中において、前記検出手段の検出有効期間を特定可能な有効期間表
示をする有効期間表示手段と、
　前記検出有効期間において前記検出手段により遊技者の動作が検出されたことに基づい
て、所定演出を実行する所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、
　　前記示唆演出の実行中における第１期間において、前記有効期間表示をしたが前記検
出手段により遊技者の動作が検出されなかったときに、前記検出有効期間の経過後に遊技
者の動作が検出されたものとみなして前記所定演出を実行するみなし演出実行手段と、
　　前記示唆演出の実行中における前記第１期間と異なる第２期間において、前記有効期
間表示をしたが前記検出手段により遊技者の動作が検出されなかったときに、前記所定演
出の実行を制限する演出制限手段と、を含み、
　前記第１期間と前記第２期間とは、前記第１期間の後に前記第２期間となる一連の期間
であり、該一連の期間は、前記所定演出として、前記検出手段により遊技者の動作が検出
されたことに基づいて特定表示を複数段階で変化させることに基づいて演出態様を発展さ
せることが可能な期間であり、
　前記特定表示が前記複数段階のうち特定段階に変化したときに、該特定段階は他の段階
と異なる態様で表示され、
　前記特定段階は、前記他の段階より前記有利状態に制御される期待度が高いことを示唆
し、
　前記所定演出は、前記第１期間において設定された第１検出有効期間に前記検出手段に
より遊技者の動作が検出されたことに基づいて実行される第１所定演出と、前記第２期間
において設定された第２検出有効期間に前記検出手段により遊技者の動作が検出されたこ
とに基づいて実行される第２所定演出と、を含み、
　前記第１期間と、前記第２期間とで、演出態様が発展するときの発展態様が異なる、
　ことを特徴とする。
　（１）　遊技者にとって有利な有利状態（大当り遊技状態等）に制御可能な遊技機（パ
チンコ遊技機１等）であって、
　遊技者の動作を検出可能な検出手段（プッシュボタン３１Ｂ、プッシュセンサ３５Ｂ等
）と、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出（図２２－１０（Ａ）～（Ｆ）のス
ーパーリーチ演出等）を実行可能な示唆演出実行手段（演出制御用ＣＰＵ１２０、図７の
Ｓ１７２等）と、
　前記示唆演出の実行中において、前記検出手段の検出有効期間を特定可能な有効期間表
示をする有効期間表示手段（画像表示装置５、演出制御用ＣＰＵ１２０、操作有効期間画
像２６１Ｆ００４等）と、
　前記検出有効期間において前記検出手段により遊技者の動作が検出されたことに基づい
て、所定演出（メータ演出等）を実行する所定演出実行手段（演出制御用ＣＰＵ１２０、
操作有効期間画像２６１Ｆ００４等）とを備え、
　前記所定演出実行手段は、
　　前記示唆演出の実行中における第１期間（図２２－１０（Ａ）のような演出前期等）
において、前記有効期間表示をしたが前記検出手段により遊技者の動作が検出されなかっ
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たときには、前記検出有効期間の経過後に遊技者の動作が検出されたものとみなして前記
所定演出を実行する（図２２－１０の（Ｂ）→（Ｃ）のように、演出前期から演出後期に
移行する演出を実行する等）みなし演出実行手段（演出制御用ＣＰＵ１２０、図２２－６
の２６１ＦＳ０１３、図２２－１２の２６１ＦＳ０３５、２６１ＦＳ０３６等）と、
　　前記示唆演出の実行中における前記第１期間とは異なる第２期間（図２２－１０（Ｃ
）のような演出後期等）において、前記有効期間表示をしたが前記検出手段により遊技者
の動作が検出されなかったときには、前記所定演出の実行を制限する（図２２－１０の（
Ｄ）～（Ｆ）のような発展演出が実行されずに、（Ｃ）→（Ｇ）のように特殊演出に移行
する等）演出制限手段（演出制御用ＣＰＵ１２０、図２２－６の２６１ＦＳ０１５、図２
２－１２の２６１ＦＳ０３３、２６１ＦＳ０４１等）とを含む。
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